
令和3年　秋　　回答/解説

問1 ア 1 回線エコーはアナログ電話機に内蔵される2線ー4線変換回路においてインピーダンスのミスマッチによって生じます

イ 5

デジタルＰＢＸは、内線相互接続通話中のとき、ライン回路によって送受器のオンフックを監視し、
これを検出することにより通話路の切断を行っている。
オフフックとは「受話器をフックから外す」…「受話器を上げている時(電話をかける時)」
オンフックとは「受話器をフックにかける」…「電話を切る」時です。　間違いやすいので注意です

ウ 2 ナンバーディスプレイを利用するにはモデムダイヤルインは必要になります
エ 4 デジタル音声は電話機本体に内蔵されているコーデック回路によってアナログ信号に変換されます

オ 3

非線形素子の種類としては　MOV（金属酸化物バリスタ）、GDT（ガス入り放電管）、
ABD（アバランシブレークダウンダイオード）、TSS（サージ防護サイリスタ）などがあります。
このうち、電圧制限形SPD内に用いる一般的な素子には、バリスタ（MOV）、アバランシブレークダウンダイオード（ABD）
が用いられます

問2 ア 2

設問にある規格を整理しました。ITU G.984で定義されているのはG-PONになります

イ 1
UACの登録を受け付けるのはレジストラ、位置を管理するロケーション、転送のプロキシ、再転送はリダイレクト
レジで登録、　ロケを管理、　天ぷら　　リダイレクトのリは再という意味です

ウ 3
PoE　 ：44～57V　350mA を　PSEからPDへ給電
PoE＋：50～57V  600mA を　PSEからPDへ給電

エ 4
802.11acは、5GHz帯の電波を使って最大6.9Gbps(6933.3Mbps)まで高速化できると規格されています。
利用される5GHz帯は事実上無線LAN専用の帯域となり、2.4GHz帯のようにほかの無線機器や
電子レンジのような同一周波数帯の電波を発する機器からの干渉がほぼありません。

オ 4

１０GBASEの規格を一覧にまとめました

平成23年以後 全てご購入は 3,000円

直近5回分のご購入は 1,600円

こちらは無料での公開は終了しています

ご購入はクレジットカード決済他も

BASEにて対応しています

銀行振り込みはメールフォームから

ご依頼も受け付けています。

詳しくはトップページをご確認ください
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問3 ア 4

１．NT1は物理層（レイヤ１）で動作します
２．設問の役割を担うのはTAです
３．時分割方向制御方式（ピンポン伝送方式）を採用しています
５．PBXはNT2に該当します

イ 3
48ビットで250マイクロ周期で転送　ＮＴと端末間は　１９２Ｋbit/s　になります
（1秒間に192bit　48×４　250マイクロ周期なので1秒間に4回）

ウ 2
A：「非確認」なので誤り制御、フロー制御は行いません。
B：類似問題として確認形情報転送手順はポイントツーポイント、ポイントツーマルチポイントに適用可能である。
　 という問題がありますが確認系情報転送手順はマルチポイントには対応していません。

エ 1
通話はBチャネルを利用しますが、制御用の信号は16キロビットのDチャネルになります
DISCは切断　REL COMPは開放完了を意味し、制御用のシーケンスであることが分かります

オ 1
一次速度群インターフェースのフレーム同期は『４フレーム毎のＦビットで構成される２進パターン（001011）』
で定義されています

問４ ア 5
1000BASE-Tで利用される変調方式は　４D-PAM５　です。
符号化技術は『8B1Q4』。変調方式は『４D-PAM５』です。セットで覚えておきましょう

イ 4

ADSLの変調方式はDMT方式とCAP方式に大別されます。標準化として規定されているのはDMTなので
ADSLの変調方式はDMTとして相違ありません。
比較的狭い帯域の複数のサブチャネルを用いてデータを伝送するため、伝送路にノイズがあり、
一部のサブチャネルが利用できなくなった場合でも、他のサブチャネルを用いて通信を確保できるという特徴があります。

ウ 3
どちらも正しいです
Bの設問の類題として『すべてのIPv6ノードはICMPv6を実装することを望ましいと規定している』などの問題もあります
完全に実装されなければならないので注意です

エ 3
オシロスコープとは目に見えない電気の信号を、時間の経過に沿って画面上に波形で表してくれる測定器のことです。
複数の波形画像を重ね合わせると目のように見えることから『アイパターン』と言われるようです

オ 2 ラベルを参照しルーティングされるので、レイヤ３情報を見届けてルーティングするよりも早いです

問5 ア 2
『生起した呼が出回線塞がりに遭遇する確率は即時式系においては、一般に、呼損率と言われる』
が正しいです。待時式交換線群では損失にはならずに接続可能になるまで待ち合わせ、出線が空いたら接続します

イ 1 この問題はよく出題されます。暗記しましょう

ウ 4

出線能率を求めるには　(出線能率) = (運ばれた呼量) / (出回線数)　となります
(出線能率) ＝　（３＋３＋４＋３＋２＋５＋１０＋４＋４＋２）/16　となり
　　　　　　　 ＝　４０/16
　　　　　　　 ＝  25   となります

エ 3

転送遅延は　伝搬遅延　キューイング遅延　処理遅延　シリアル化遅延　などがあります。
『処理がキュー過ぎてシリアル化で伝搬遅延』などで語呂合わせはいかがでしょうか

送られてきたパケットをキューに送るまでの遅延が処理遅延
キューから出力インターフェースまでに送るまでの遅延がキューイング遅延
出力インターフェースから伝送路へ送るまでの遅延がシリアル化遅延　です

オ 2
【L3スイッチ】はルーティングを【ＡＳＩＣ】を用いてハードウェアで処理することにより高速に処理ができ、
【ルータ】はルーティングを【ソフトウェア】で処理をしている　暗記するにはスイッチ　と　A[SIC]　が結び付けられそうです。
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問6 ア 2
「システム領域感染型」とは、ハードディスクやフロッピーディスクのシステム領域に感染するウイルスです
「ファイル感染型」とは拡張子COM、EXE、SYSなどの実行型ファイルに感染するウイルスです。

イ 3
IEEE802.1Xとは、有線LANや無線LANにおけるユーザ認証の規格になります。この規格でサポートしているのはEAPです。
このEAPは無線LANのセキュリティに関するプロトコルです。

ウ 4
・ブルートフォース攻撃とは暗号解読方法のひとつで、可能な組合せを全て試すやり方です
・スマーフ攻撃とは「ping」コマンドで使われるパケットの送信元を偽装し、標的に向けて大量のパケットを送りつける攻撃手法です
・グリッチ

エ 3
オ 1

問7 ア 4
イ 2

ウ 2

エ 5
オ 1

問8 ア 3

イ 4

ウ 2

エ 2
オ 3
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問9 ア 3
イ 4

ウ 3

エ 2

オ 4

問10 ア 3
イ 5
ウ 3
エ 5

オ 2
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